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第 1 節 子育て支援に関するこれまでの変遷と今日的課題 
 現代の日本社会において，少子化や核家族化，地域のつながりの希薄化，ライフスタイルの
変化は，子育ての孤立化を招き，育児に対する不安や負担を増加させる要因となっている（富


































































































































































































































































































































































































































































































第 1 節 保護者の被援助志向性と精神的健康，ソーシャル・サポートとの関連  

























T 県内の保育所，幼稚園，地域子育て支援教室に在籍している保護者 730 名を対象とした。 
手続き 









まる」，「5．よくあてはまる」の 5 件法で回答を求めた。 
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容的態度），評価的サポート（自己評価に関連するフィードバック）の 4 つに， Rook（1987）


















 質問紙を配布した 730 名中，296 名の回答が得られた（回収率は約 41％）。回答者の内訳
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は，母親 285 名（96.3％），父親 9 名（3.0％），それ以外 2 名（0.7％）で，本稿においては，
母親 285 名を研究の分析対象とした。母親の年齢は 36.47±4.51 歳（平均値±標準偏差）であ





負荷量が 0.4 以上，固有値が 1.0 以上を満たす 2 因子が抽出された。内的整合性を検討するた
めに各下位尺度のα係数を算出したところ，それぞれ十分な値が得られた（α=.82，.78）た




年齢 36歳以下 136 47.7
37歳以上 146 51.2
未記入 3 1.1
家族形態 核家族 233 81.8
拡大家族 41 14.4
未記入 11 3.8




子どもの数 1人 82 28.8
2人 147 51.6
3人以上 56 19.6









人に相談したり援助を求めるとき、いつも心苦しさを感じる。 .74 -.14 .57
他人からの助言や援助を受けることに、抵抗がある。 .71 -.12 .51
何事も他人にたよらず、自分で解決したい。 .64 -.14 .43
人は誰でも、相談や援助を求められたら、わずらわしく感じると思う。 .60 -.09 .35
自分は、よほどのことがない限り、人に相談することがない .59 -.01 .36
自分が困っているとき、周りの人には、そっとしておいてほしい。 .53 -.13 .30
他人の援助や助言は、あまり役立たないと思っている。 .50 -.11 .26
Ⅱ．被援助欲求（α=.78）
困っていることを解決するために、他者からの助言や援助が欲しい。 -.18 .87 .78
困っていることを解決するために、自分と一緒に対処してくれる人が欲しい。 .00 .79 .63
自分が困っているときには、話を聞いてくれる人が欲しい。 -.08 .57 .33
今後も、自分の周りの人に助けられながら、うまくやっていきたい。 -.34 .48 .34
因子寄与 2.85 2.02 4.87













尺度得点に差があるか検討した（表 2-1-4）。その際，被援助志向性尺度の 2 因子の下位尺度得
点を従属変数とし，属性を独立変数とした。なお，分析ごとに欠損値のある調査対象者は除外





平均値 標準偏差 α 係数
援助に対する抵抗感 2.24 .71 .82
被援助欲求 4.09 .75 .78
育児不安 1.88 .89 .87
ポジティブ 2.81 1.13 .92
ネガティブ 2.29 .94 .77
アクティブ 2.64 1.13 .76
年齢 36歳以下 2.30 (0.72) 4.06 (0.81)
37歳以上 2.17 (0.70) 4.11 (0.69)
t値
家族形態 核家族 2.24 (0.71) 4.10 (0.73)
拡大家族 2.15 (0.61) 4.04 (0.86)
t値
就労状況 就業 2.27 (0.70) 4.02 (0.71)
専業主婦 2.24 (0.71) 4.13 (0.74)
その他 2.07 (0.70) 3.95 (1.00)
F 値
子どもの数 1人 2.25 (0.73) 4.13 (0.74)
2人 2.22 (0.74) 4.10 (0.80)
3人以上 2.26 (0.59) 3.96 (0.65)
F 値
長子の年齢 3歳以下 2.23 (0.77) 4.17 (0.78)
4歳以上～6歳 2.27 (0.70) 4.12 (0.76)






































48 99 75 46
1.67 1.80 2.00 2.07
(.74) (.87) (.94) (.97)
47 97 78 46
2.92 2.98 2.47 2.91
(1.24) (1.10) (1.07) (1.05)
47 97 78 46
2.13 2.13 2.51 2.41
(.93) (.94) (.98) (.83)
48 96 79 45
2.81 2.75 2.34 2.66
(1.23) (1.14) (1.05) (1.05)
49 101 77 47
4.65 4.62 4.25 4.43
(.69) (.89) (1.10) (.95)
49 101 78 47
3.57 3.55 3.23 3.68
(1.14) (1.31) (1.40) (1.12)
49 101 78 47
4.31 4.45 3.91 4.30
(.94) (.81) (1.19) (1.06)
49 101 78 47
4.20 3.84 3.62 4.13
(1.08) (1.12) (1.22) (.99)
49 101 78 47
4.22 4.25 3.95 4.28
(.90) (.83) (.94) (.77)
49 101 77 47
4.61 4.52 4.23 4.51







































































































人数 人数 人数 人数
援助に対す
る抵抗感
153 1.71 (0.36) 130 2.87 (0.47) 129 2.49 (0.71) 149 2.01 (0.63)
被援助欲求 151 4.27 (0.79) 127 3.87 (0.64) 130 3.49 (0.67) 149 4.61 (0.28)
道具的
サポート
152 4.64 (0.83) 127 4.31 (1.04) 127 4.40 (0.98) 148 4.56 (0.91)
情報的
サポート
152 3.58 (1.25) 128 3.37 (1.32) 128 3.36 (1.30) 148 3.59 (1.25)
情緒的
サポート
152 4.40 (0.85) 128 4.04 (1.15) 128 4.05 (1.12) 148 4.40 (0.89)
コンパニオ
ンシップ
152 3.97 (1.12) 128 3.81 (1.16) 128 3.84 (1.20) 148 3.93 (1.09)
評価的
サポート
152 4.24 (0.85) 128 4.06 (0.89) 128 4.05 (0.93) 148 4.26 (0.81)
サポート
満足度
152 4.55 (0.78) 127 4.32 (1.01) 127 4.38 (0.97) 148 4.52 (0.83)
育児不安 148 1.76 (0.83) 124 2.04 (0.95) 124 1.86 (0.88) 145 1.88 (0.91)
ポジティブ 146 2.97 (1.14) 127 2.65 (1.08) 126 2.63 (1.16) 143 2.96 (1.08)
ネガティブ 146 2.13 (0.93) 127 2.48 (0.92) 126 2.38 (0.98) 143 2.22 (0.91)
アクティブ 146 2.78 (1.16) 127 2.48 (1.06) 128 2.50 (1.15) 141 1.11 (1.11)
表2-1-6　「援助に対する抵抗感」，「被援助欲求」の高低群の人数と平均値（標準偏差）
抵抗感低群 抵抗感高群 被援助欲求低群 被援助欲求高群



























































-.08 -.09 .06 -.11 -.04 -.07 -.15 .14 -.01 .13 -.01
被援助欲求
（n=127） -.23
























-.16 .17 .44** .47** .61** .49** .52** -.30** .00 .05 -.07
育児不安
（n=124） .23











* .08 .07 -.06 -.04 -.02 -.15 .13 .05 -.10
アクティブ
（n=127）































































.07 -.24** -.13 -.19* -.23* -.15 -.25** .27** -.21* .32** -.19*
被援助欲求
（n=149） -.42














































































* .01 .11 .10 -.01 .22
** .11 -.12 -.06 .77**
ネガティブ
（n=143）
.14 -.16 .02 -.07 -.03 -.08 .01 .03 .00 .00 -.11
アクティブ
（n=141）















































































T 県内の保育所，幼稚園，地域子育て支援教室に在籍している保護者 940 名を対象とした。 
手続き 





（2）被援助志向性尺度：第 2 節と同じ「被援助志向性尺度（田村・石隈,2001）」の 11 項目を
使用し，「1．当てはまらない」，「2．あまり当てはまらない」，「3．どちらでもない」，「4．少








任意であり，身近な人については回答のあった 163 票，保育者については回答のあった 79 票
を分析対象とした。 
分析手法 



















質問紙を配布した 940 名中，434 名の回答が得られた（回収率は約 46％）。回答者の内訳
は，母親 422 名（97.2％），父親 10 名（2.3％），それ以外 2 名（0.5％）で，本稿においては，
欠損値を除いた母親 411 名を研究の分析対象とした。母親の年齢は 36.25±4.73 歳（平均値±




家族形態 核家族 346 84.2
拡大家族 65 15.8
就労状況 就業1） 265 64.5
専業主婦 116 28.2
その他2） 30 7.3








標準偏差）であった。対象者のその他の属性については，表 2-2-1 のとおりである。 
2．被援助志向性によるクラスタ分析 
本稿では，第 2 節で因子構造と信頼性が確認された 2 因子（「援助に対する抵抗感」
（M=2.33,SD=.72）と「被援助欲求」（M=4.09,SD=.75））を用いて分析を行った。調査対象者
数を追加して分析を行ったため，再度信頼性を確認したところ，十分な α 係数を有していた
（それぞれ α=.80,.77 であった）。 
被援助志向性による保護者の特徴を明らかにするため，「援助に対する抵抗感」得点と「被
援助欲求」得点を用いて，Ward 法によるクラスタ分析を行った。その結果，3 つのクラスタ






対する抵抗感」得点の高さは第 3 クラスタより第 1 クラスタ，第 1 クラスタより第 2 クラス
タが高く，「被援助欲求」得点の高さは第 1 クラスタより第 2 クラスタ，第 2 クラスタより第













 身近な人に援助を求めにくい理由について，自由記述回答者数は 163 名（文書数 398 語）
であった。総抽出語数は 1,247 語，何種類の語が含まれるかを示す異なり語数は 446 語であ
った。分析対象とする語は，すべての品詞を選択し，KHCoder の認識する品詞体系に従い，
言う .049 子ども .080 仕事 .102
大変 .042 思う .079 忙しい .073
遠い .041 自分 .049 自分 .058
違う .035 家 .033 時間 .045





頻出 150 語のうち，3 回以上出現のあった 77 語を分析対象とし，文章を分析単位とした。文
章への使用傾向を探るため，被援助志向性の各群を外部変数とし，Jaccard の類似性測度5が

























                                                   






















































































 保育者に援助を求めにくい理由について，自由記述回答者数は 79 名（文書数 187 語）であ
った。総抽出語数は 709 語，何種類の語が含まれるかを示す異なり語数は 316 語であった。
分析対象とする語は，すべての品詞を選択し，KHCoder の認識する品詞体系に従い，頻出 150
語のうち，2 回以上出現のあった 36 語を分析対象とし，文章を分析単位とした。文章への使
用傾向を探る為，被援助志向性の各群を外部変数とし，Jaccard の類似性測度が大きい順に上


































































思う .098 相談 .111 子ども .071
保育者 .061 忙しい .086 先生 .071
求める .059 子ども .071 自分 .055
助け .059 変わる .061 分かる .055
































































































































































































で分類された被援助志向性の 3 群各 1 名を対象にした。 
手続き 
インタビュー研究への協力可否については質問紙調査の際に確認し，承諾を得ており，イン






名前 年齢 就労状況 子ども 家族形態
インタビュー
時間
自力解決 A 34歳 有職（フルタイム）→（3歳～）パートタイム 5歳（女） 核家族*1 約60分
他者信頼 B 39歳 育休中（フルタイム） 2歳（男）・0歳（男） 核家族*2 約60分









同意を得た上で IC レコーダーに記録し，データを逐語記録としたものを分析対象とした。 
 
分析方法 
本稿では，語りから概念名を抽出する際に SCAT（Steps for Coding and Theorization：以













2 名で SCAT の手順に沿って抽出された構成概念をもとにストーリーラインを作成した。次
に，構成概念について時系列を意識して内容の関係をネットワーク化した。その際，「保護者
表2-3-2　分析ワークシートの一部抜粋（他者信頼Cさん）




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 4 節 小括  
 















































































































































保護者 1,489 名を対象とした。 
手続き 








を使用した。「育児環境指標」（Index of Child Care Environment）は，育児環境評価 HOME












































































回答のあった 681 名（回答率 45.7％）の内訳は，父親 29 名，母親 648 名，祖母 2 名，未
記入 2 名であった。本稿では，欠損値を除いた母親 585 名（回収率 39.3％）を分析対象とし
た。母親の属性については，表 3-1-3 の通りである。 
 
（2）子どもとの関わりと子育て肯定感に注目した母親のタイプ 
 「人的かかわり」得点の平均値は 3.99 点（SD=.68），「子育て肯定感」得点の平均値は 3.22
点（SD=.84）であった。「人的かかわり」得点については，いずれの項目の平均値も比較的高
く（表 3-1-1：3.45～4.30），合計得点の平均値についても約 4 点と高かった。そこで，上位
20％，下位 20% に分類された回答を分析対象とし，「人的かかわり」得点と「子育て肯定感」
の得点を用い，関連性を検討する目的から Ward 法によるクラスタ分析を行った。その結果，
238 名の協力者が 4 つのクラスタに分類され，第 1 クラスタには 71 名，第 2 クラスタには 21




表 3-1-4 の通りである。「人的かかわり」については，第 3 クラスタ＝第 4 クラスタ＞第 1 ク
























F値 多重比較 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
人的かかわり 1099.9 3=4>1=2 3.99 (0.68) 2.82 (0.36) 2.90 (0.29) 4.75 (0.16) 4.78 (0.18)
子育て肯定感 159.9 2=4>1=3 3.22 (0.84) 2.73 (0.58) 4.24 (0.44) 2.88 (0.39) 4.30 (0.46)
年齢 35.70 (5.01) 36.07 (5.38) 37.00 (5.06) 35.34 (4.66) 36.04 (4.75)
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
核家族 470 (80.4) 50 (70.4) 14 (66.7) 86 (89.6) 43 (86.0)
拡大家族 26 (4.4) 5 (7.0) 1 (4.8) 1 (1.0) 2 (4.0)
未記入 89 (15.2) 16 (22.5) 6 (28.6) 9 (9.4) 5 (10.0)
専業主婦 84 (14.4) 6 (8.7) 4 (19.0) 17 (17.7) 10 (20.0)
就業1) 439 (75.0) 60 (87.0) 14 (66.7) 70 (72.9) 33 (66.0)
育児休業 40 (6.8) 2 (2.8) 2 (9.5) 6 (6.3) 5 (10.0)
その他 0 (0.0) 3 (4.2) 0 (0.0) 1 (1.0) 1 (2.0)
未記入 22 (3.8) 2 (2.8) 1 (4.8) 2 (2.1) 1 (2.0)
1人 148 (25.3) 9 (12.7) 3 (14.3) 27 (28.1) 26 (52.0)
2人 300 (51.3) 38 (53.5) 12 (57.1) 48 (50.0) 19 (38.0)
3人 118 (20.2) 20 (28.2) 6 (28.6) 21 (21.9) 5 (10.0)
4人以上 19 (3.2) 4 (5.6) 0 0 (0.0) 0 (0.0)
0歳 10 (1.7) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 1 (2.0)
1歳 39 (6.7) 1 (1.4) 0 (0.0) 11 (11.5) 5 (10.0)
2歳 43 (7.4) 1 (1.4) 1 (4.8) 12 (12.5) 7 (14.0)
3歳 69 (11.8) 4 (5.6) 0 (0.0) 17 (17.7) 9 (18.0)
4歳 79 (13.5) 7 (9.9) 5 (23.8) 9 (9.4) 10 (20.0)
5歳 89 (15.2) 12 (16.9) 3 (14.3) 16 (16.7) 6 (12.0)
6歳 59 (10.1) 11 (15.5) 2 (9.5) 12 (12.5) 3 (6.0)
7歳以上 197 (33.6) 35 (49.3) 10 (47.6) 19 (19.8) 9 (18.0)
0歳 73 (12.5) 6 (8.5) 2 (9.5) 14 (14.6) 3 (6.0)
1歳 88 (15.0) 6 (8.5) 2 (9.5) 26 (27.1) 7 (14.0)
2歳 85 (14.5) 11 (15.5) 4 (19.0) 9 (9.4) 5 (10.0)
3歳 63 (10.7) 9 (12.7) 1 (4.8) 8 (8.3) 5 (10.0)
4歳 52 (8.9) 12 (16.9) 2 (9.5) 6 (6.3) 2 (4.0)
5歳 53 (9.1) 11 (15.5) 6 (28.6) 3 (3.1) 2 (4.0)
6歳 18 (3.1) 7 (9.9) 1 (4.8) 2 (2.1) 0 (0.0)
7歳 1 (0.2) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)





















































3.14 2.18 2.70 2.37
(.94) (.95) (.97) (.95)
2.66 1.98 2.15 1.71
(.83) (.87) (.77) (.68)
2.54 1.60 1.87 1.50













































































































































育所に勤務する A 保育者に，2017 年 7 月インタビューを実施した。A 保育者は，私立保育所
の正規職員である。4 年制大学を卒業後，乳児クラスで 3 年間勤めた後，2 歳児クラスの担任







































A 保育者のインタビューデータの分析の結果，支援プロセスを 3 つの期（第Ⅰ期：支援スタ
ート，第Ⅱ期：ギャップととまどい，第Ⅲ期：動きだす支援）に分け，それぞれの期でどのよ
うな経験を積み，困り感のない保護者を支援につなげようとしているのか，図 3-2-1 の TEM
図を用いて見ていくこととする。なお，図 3-2-1 において，左から右へ流れる非可逆的時間と
いう時間軸を基に，発話データから得られた径路を実線で描いており，図中の＜ ＞内には構
成概念名を配置し，以下，文中においても同様の記載とする。また，「 」は A 保育者の語り
から引用したものであるが，方言など文章表現について意味が変わらない程度で変更を加えて























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































至るといったプロセスがみえてきた。本稿により得られた知見は，以下の 3 つである。 
































































ベテラン保育者とし，私立の保育所に勤務する B 保育者を対象に，2017 年 7 月にインタビュ
ーを実施した。 
B 保育者は，私立保育所の正規職員として勤務する 40 代の女性である。22 年間，別の法人
で保育者として勤務した後，1 年間別の職業に就き，4 年前に保育現場に戻って現在の私立保
育所にて保育者として勤務をしている。現在は，1 歳児クラス（4 月から 10 月生まれの子ど
もが在園している）を担任するとともに，学年副主任を務めている。 
手続き 






















































分けた。また，それぞれの期でどのような体験をしているのか，図 3-2-2 の TEM 図を用いて
見ていくこととする。なお，図 3-2-2 において，左から右へ流れる非可逆的時間という時間軸
を基に，発話データから得られた径路を実線で描いており，図中の＜ ＞内には構成概念名を
配置し，以下，文中においても同様の記載とする。また，「 」は B 保育者の語りから引用し
たものであるが，方言など文章表現について意味が変わらない程度で変更を加えている。なお，


































 支援の必要性を感じた B 保育者は，これまでの経験から問題状況の認識を促すための様々
な引き出しをもち，あの手この手で支援をしようと模索していることがうかがえることから，
第Ⅱ期を，問題状況の認識を促す支援の模索，とした。   






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































保護者 1,489 名を対象とした。 
手続き 
2016 年 9 月から 10 月の期間で質問紙調査を配布した。 
調査内容 
（1）属性：第 3 章第 1 節と同じ，年齢，就労状況，子どもの数，子どもの年齢，家族形態を
尋ねた。 
（2）問題状況の認識の程度：第 3 章第 1 節と同じ「人的かかわり」得点と「子育て肯定感」
得点を用いて，クラスタ分析で分類された 4 つの困り感タイプ（『子育て葛藤』，『子育て自己
満足』，『子育て不安』，『子育て充実』）を使用した。 
（3）被援助志向性：第 2 章第 1 節と同じ「被援助志向性尺度（田村・石隈,2001）」の 11 項
目を使用し，「1．当てはまらない」，「2．あまり当てはまらない」，「3．どちらでもない」，「4．
少し当てはまる」，「5．よくあてはまる」の 5 件法で回答を求めた。 




身の疲労」6 項目と，「育児不安」6 項目を使用し，「育児不安尺度短縮版」は 1 因子 4 項目を
使用した。それぞれ「1．当てはまらない」，「2．あまり当てはまらない」，「3．どちらでもな
い」，「4．少し当てはまる」，「5．よくあてはまる」の 5 件法で回答を求めた。 
（5）自尊感情：1 因子 10 項目で構成された「自尊感情尺度（山本・松井・山成,1982）」を使
用し，「1．当てはまらない」，「2．あまり当てはまらない」，「3．どちらでもない」，「4．少し
当てはまる」，「5．よくあてはまる」の 5 件法で回答を求めた。 
 
 
  結果と考察 
 
対象者の属性 
対象者の属性については，欠損値を除いた母親 585 名を分析対象とし，第 3 章第 1 節で行
った得点化の結果を用いた。 
使用した尺度について 
（1）問題状況の認識の程度：第 3 章第 1 節で得られた 4 つの困り感タイプ（『子育て葛藤』
タイプ・『子育て自己満足』タイプ・『子育て不安』タイプ・『子育て充実タイプ』を，問題状
況の認識の程度とした。以降の説明では，困り感タイプとする。 
（2）被援助志向性：第 2 章第 1 節で確認された 2 因子（「援助に対する抵抗感」と「被援助
欲求」）を用いて分析を行った。各尺度のα係数はそれぞれ.78，.73 であった。 
















2.67 4.00 3.01 2.51 2.68 3.22
(.68) (.66) (.55) (.88) (.87) (.93)
2.63 3.72 3.74 1.67 2.14 2.19
(.64) (.85) (.53) (.62) (.92) (.90)
2.32 4.11 3.30 1.87 2.15 2.70
(.77) (.76) (.72) (.93) (.77) (.97)
2.25 4.11 3.86 1.50 1.71 2.37































































































































































































































































































































「グループトリプル P－前向き子育てプログラム（以下，トリプル P）」について 
















































本稿におけるトリプル P の実践概要 
（1）実践時期と場所：2018 年 7 月から 8 月の間に，T 県内の認定こども園内にある子育て支
援室にて，週に１回 2 時間，全 7 回で行った。うち，第 1 回から第 4 回，第 7 回はグループ

















































③自尊感情尺度：1 因子 10 項目で構成された「自尊感情尺度（山本ら，1982）」を使用し，
「1．当てはまらない」，「2．あまり当てはまらない」，「3．少し当てはまる」，「4．よく当ては





に対する抵抗感」が高くなった母親 1 名（母親 A）と，低くなった母親 1 名（母親 B）のイン
タビュー内容について分析を行った。 
母親 A について：母親 A は 30 歳であり，トリプル P 受講時，就労はしておらず，夫と 2
歳の子どもの 3 人で生活をしていた。トリプル P 終了 1 か月後のインタビュー時には，就労
形態が変化しており，出産を機に退職していた職場でパートタイム勤務を始めていたため，子
どもを保育所に預け始めたとのことであった。インタビュー時間は約 60 分であった。 
母親 B について：母親 B は 45 歳であり，就労しておらず，トリプル P 受講時と終了 1 か
月後のインタビュー時で特に環境の変化はなく，地域の子育て支援教室や一時保育の利用をし
ている。夫と 3 歳の子どもの 3 人で生活をしており，インタビュー時間は約 80 分であった。 
2）インタビューの内容 










（1）トリプル P 参加者の属性 
 トリプル P の参加者は全部で 8 名の母親であった。参加者の属性については，表 4-3 の通
りである。参加者は 20 代から 40 代で構成されており，家族形態は 8 名すべて核家族であっ






（2）トリプル P 実施前後の得点 
被援助志向性の下位尺度である「援助に対する抵抗感」得点，「被援助欲求」得点，「自尊感




（3）母親 A と母親 B のトリプル P 受講前後の変化 




また，SCAT の手順により分析した結果，母親 A については 40 の構成概念が抽出され，母
親 B については 38 の構成概念が抽出された。母親 A,B それぞれのトリプル P を受講するに
至った経緯と受講による変化，被援助志向性の変化について，作成されたストーリーラインを
もとに検討する。なお，母親 A と母親 B に関するストーリーラインは表 4-6，4-7 に示す。ま
た，事例に関する構成概念と語りの一部抜粋については母親 A，B についてそれぞれ表 4-8，
前 後 前 後 前 後
母親A 28 専業主婦 1 1歳10か月 2.29 2.57 3.25 3.25 2.9 3.5










平均値 SD 平均値 SD
援助に対する抵抗感 1.70 .54 1.80 .56 1.11
被援助欲求 3.44 .26 3.69 .35 2.37*






年齢 20代 2 25.0
30代 3 37.5
40代 3 37.5
家族形態 核家族 8 100.0
拡大家族 0 0.0
就労状況 就業（フルタイム） 1 12.5
専業主婦 6 75.0
育児休業中 1 12.5
子どもの数 1人 4 50.0
2人 3 37.5
3人 1 12.5





























































































































































































































トリプル P 受講により，自分の思いを押し付けていたことに気づいた母親 B は受容的な関




































P 終了後も，その技術を実践する継続意欲へとつながっていることが考えられる。  
 87 
 
（2）トリプル P 受講による被援助志向性の変化 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 3 節 本研究の課題と今後の展望 
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５．全ての回答が終わりましたら、配布いたしました封筒に入れ、12 月 15 日（火）ま




①あなたの年齢 （       ）歳 
②性別に○印をつけてください （ 男 ・ 女 ） 
③あなたの職業について、あてはまるものに○印をつけてください 
  1．専業主婦  2．フルタイム 3．パートタイム    
  4．自営業   5．育児休業中 6．その他（具体的に；         ）  
④お子さまとの関係に○印をつけてください 















四国大学 短期大学部 幼児教育保育科  
永井 知子  
TEL：088-665-9831  
E-mail： nagai-t@shioku-u.ac.jp 
お子さまの数（     ）人   
長子の年齢（    歳  ヶ月， 男 ・ 女 ） 
末子の年齢（    歳  ヶ月， 男 ・ 女 ） 
巻末資料 































1 自分は、よほどのことがない限り、人に相談することがない 1 2 3 4 5
2 人は誰でも、相談や援助を求められたら、わずらわしく感じると思う。 1 2 3 4 5
3 何事も他人にたよらず、自分で解決したい。 1 2 3 4 5
4 自分が困っているときには、話を聞いてくれる人が欲しい。 1 2 3 4 5
5 自分が困っているとき、周りの人には、そっとしておいてほしい。 1 2 3 4 5
6 困っていることを解決するために、他者からの助言や援助が欲しい。 1 2 3 4 5
7 困っていることを解決するために、自分と一緒に対処してくれる人が欲しい。 1 2 3 4 5
8 他人の援助や助言は、あまり役立たないと思っている。 1 2 3 4 5
9 自分は、人に相談したり援助を求めるとき、いつも心苦しさを感じる。 1 2 3 4 5
10 他人からの助言や援助を受けることに、抵抗がある。 1 2 3 4 5
11 今後も、自分の周りの人に助けられながら、うまくやっていきたい。 1 2 3 4 5
12 自分がこうしたいと思ったら、わがままを言って困らせてしまうことがある 1 2 3 4 5
13 人のやさしさを素直に受け入れることができない 1 2 3 4 5
14 人が何と言おうと、自分のやるべきことをまっとうしたい 1 2 3 4 5
15 納得できるまで、ねばり強く取り組むほうだ 1 2 3 4 5
16 心の中に、いつも素直に甘えられない自分がいる 1 2 3 4 5
17 安易な妥協はしたくないほうである 1 2 3 4 5
18 人の自分に対する気持ちを、信じられないことがある 1 2 3 4 5
19 人から優しくされると、戸惑いを感じてしまう 1 2 3 4 5
20 まわりに流されるのは、ごめんだ 1 2 3 4 5
21 人の評価や、損得勘定を抜きにして、自分の信念を貫きたい 1 2 3 4 5
22 自分の考えを通そうとするところがある 1 2 3 4 5
23 寂しいときに、素直に寂しいと言えないことがある 1 2 3 4 5
24 人からはしばしば、頑固だと言われる 1 2 3 4 5
25 相手が自分の思い通りにならないとき、嫌な態度をとってしまう 1 2 3 4 5











⑥お子さま以外で同居されている家族の方に○印をつけてください。   




1．幼稚園  2．保育所  3．子育てサークル（子育て支援センター含む） 
4．保健センター 5．その他（具体的に；              ） 
・利用している頻度について、あてはまるものに◯印をつけてください。 
  1．月に 1回程度  2．2週間に 1回程度  3．1週間に 1回程度  



























































1 育児に関する役所の催しに参加する 1 2 3 4 5
2 保育所や幼稚園の園庭開放を利用する 1 2 3 4 5
3 地域の子育てサークルや子育て支援講座に参加する 1 2 3 4 5
4 地域の子育てに関する様々な行事・催しに参加する 1 2 3 4 5
5 地域の子育てサークルや講座などに参加すると、いろいろしてもらえてよい 1 2 3 4 5
6 地域の子育てサークルや講座などに参加すると、子育ての参考になる 1 2 3 4 5
7 地域の子育てサークルや講座などに参加すると、気持ちが軽くなる 1 2 3 4 5
8 地域の子育てサークルや講座などは、干渉されるようでいやである 1 2 3 4 5









































































　1．自分が忙しい時や、具合が悪いときなど、子どもの世話をしてくれる 1 2 3 4 5
 ◆ 最もサポートしてくれる人　（　　　　　　　　　　　）
1．自分が忙しい時や、具合が悪いときなど、子どもの世話をしてくれる 1 2 3 4 5
2．子どもの健康面の発育など、子育てで知っておいた方が良い情報を伝えてくれる。 1 2 3 4 5
3．子育てなどで悩んでいるとき、悩みを聞いてくれる。 1 2 3 4 5
4．電話でのおしゃべりなど、子育て以外の話で気分をリラックスさせてくれる。 1 2 3 4 5
5．あなたの育児に対する考えを認めてくれる。 1 2 3 4 5
6．この人からの支援に満足している。 1 2 3 4 5
 ◆ ２番目にサポートしてくれる人　（　　　　　　　　　　　）
1．自分が忙しい時や、具合が悪いときなど、子どもの世話をしてくれる 1 2 3 4 5
2．子どもの健康面の発育など、子育てで知っておいた方が良い情報を伝えてくれる。 1 2 3 4 5
3．子育てなどで悩んでいるとき、悩みを聞いてくれる。 1 2 3 4 5
4．電話でのおしゃべりなど、子育て以外の話で気分をリラックスさせてくれる。 1 2 3 4 5
5．あなたの育児に対する考えを認めてくれる。 1 2 3 4 5
6．この人からの支援に満足している。 1 2 3 4 5
巻末資料 































1 育児のために睡眠不足の日々が続いている 1 2 3 4 5
2 同じ年頃の子どもの様子を知って我が子が劣っているのではと不安に思う 1 2 3 4 5
3 育児で体の疲れがたまっている 1 2 3 4 5
4 子どもの性格に気がかりがある 1 2 3 4 5
5 子育てから解放されて息抜きできる時間が少ない 1 2 3 4 5
6 子どもの知的能力に気がかりがある 1 2 3 4 5
7 子どもの世話で他のやりたいことができない 1 2 3 4 5
8 子どもの顔つきや容姿容貌に気がかりがある 1 2 3 4 5
9 子どもの世話で自分の自由がきかないのが辛い 1 2 3 4 5
10 子どもにどう接したらいいか分からない 1 2 3 4 5
11 夜間、育児のために何度も起きなければならなくて困っている 1 2 3 4 5
12 育児のことを考えると、漠然とした不安を覚える 1 2 3 4 5
13 子どもを育てることが、負担に感じられる 1 2 3 4 5
14 自分1人で子どもを育てるという切迫感を感じてしまう 1 2 3 4 5
15 子どもを育てるために我慢ばかりしていると思う 1 2 3 4 5

















































A）体を動かすもの（ヨガなど） ・ B）座って行うもの（フラワーアレンジメント、裁縫など） 
C）親子でできること（リトミックやベビーマッサージなど） ・ Ｄ）キャリアアップに関する
こと（資格取得など） ・ Ｅ）ママカフェ（育児相談） ・ F）その他 （            ） 
 
巻末資料 

















































































































四国大学短期大学部 幼児教育保育科  
永井 知子   
TEL：088-665-9831 











①あなたの年齢と性別 （       ）歳  （ 男 ・ 女 ） 
②あなたの職業について，あてはまるものに○印をつけてください 
 1．専業主婦  2．フルタイム 3．パートタイム 4．自営業 5．育児休業中 6．その他
  
③お子さまとの関係に○印をつけてください 
1．父   2．母   3．祖父   4．祖母  5．その他（    ） 
④お子さまの数を記入し，第 1子と末子の年齢と性別に○印をつけてください。  
お子さまの数（     ）人   
第 1子の年齢（  歳  ヶ月， 男 ・ 女 ）末子の年齢（  歳  ヶ月 ， 男 ・ 女 ） 
⑤お子さま以外で同居されている家族の方に○印をつけてください。   
1．配偶者  2．義父  3．義母  4．実父  5．実母 6．その他（    ）  
⑥末子の現在の就園状況についてお答えください。 
1．幼稚園  2．保育所  3．認定こども園 4．子育てサークル（子育て支援センター含む） 











1．配偶者・パートナー 2．実父母 3．義父母 4．友人 5．一番関わりある保育者 
6．一番関わりある専門機関（保健所，病院，相談機関等） 7．その他（      ） 
相談内容 
1．子どものこと（具体的に：                        ） 
2．自分のこと（具体的に：                         ） 




起床時間  1．6時より前 2．6時半ごろ 3．7時ごろ 4．7時半ごろ 5．8時ごろ 6．8時半以降 
就寝時間 1．19時半より前 2．20時ごろ 3．20時半ごろ 4．21時ごろ 5．21時半ごろ 6．22時以降 





テレビやDVD 1 2 3 4 5 
スマートフォン 1 2 3 4 5 




テレビやDVD 1 2 3 4 5 
スマートフォン 1 2 3 4 5 

































1 自分は、よほどのことがない限り、人に相談することがない 1 2 3 4 5
2 人は誰でも、相談や援助を求められたら、わずらわしく感じると思う。 1 2 3 4 5
3 何事も他人にたよらず、自分で解決したい。 1 2 3 4 5
4 自分が困っているときには、話を聞いてくれる人が欲しい。 1 2 3 4 5
5 自分が困っているとき、周りの人には、そっとしておいてほしい。 1 2 3 4 5
6 困っていることを解決するために、他者からの助言や援助が欲しい。 1 2 3 4 5
7 困っていることを解決するために、自分と一緒に対処してくれる人が欲しい。 1 2 3 4 5
8 他人の援助や助言は、あまり役立たないと思っている。 1 2 3 4 5
9 自分は、人に相談したり援助を求めるとき、いつも心苦しさを感じる。 1 2 3 4 5
10 他人からの助言や援助を受けることに、抵抗がある。 1 2 3 4 5
11 今後も、自分の周りの人に助けられながら、うまくやっていきたい。 1 2 3 4 5
12 育児のために睡眠不足の日々が続いている 1 2 3 4 5
13 同じ年頃の子どもの様子を知って我が子が劣っているのではと不安に思う 1 2 3 4 5
14 育児で体の疲れがたまっている 1 2 3 4 5
15 子どもの性格に気がかりがある 1 2 3 4 5
16 子育てから解放されて息抜きできる時間が少ない 1 2 3 4 5
17 子どもの知的能力に気がかりがある 1 2 3 4 5
18 子どもの世話で他のやりたいことができない 1 2 3 4 5
19 子どもの顔つきや容姿容貌に気がかりがある 1 2 3 4 5
20 子どもの世話で自分の自由がきかないのが辛い 1 2 3 4 5
21 子どもにどう接したらいいか分からない 1 2 3 4 5
22 夜間、育児のために何度も起きなければならなくて困っている 1 2 3 4 5
23 育児のことを考えると、漠然とした不安を覚える 1 2 3 4 5
24 子どもを育てることが、負担に感じられる 1 2 3 4 5
25 自分1人で子どもを育てるという切迫感を感じてしまう 1 2 3 4 5
26 子どもを育てるために我慢ばかりしていると思う 1 2 3 4 5


















































































1 言いつけに対して子どもが不平を言うと，言いつけをとりやめることがある。 1 2 3 4 5
2 私自身のことは我慢しても，子どものためにしてやることがよくある。 1 2 3 4 5
3 子どもの言いなりになる方だ。 1 2 3 4 5
4 子どもと一緒に，外出や旅行をするのが好きだ。 1 2 3 4 5
5 子どもが喜びそうなことを，いつも考えている。 1 2 3 4 5
6 子どもの生活態度をよくするために罰を与えるのは，必要なことだ。 1 2 3 4 5
7 私にとっては，子どものことが何よりも優先される。 1 2 3 4 5
8 子どもがこわがっている時には安心させてやる。 1 2 3 4 5
9 私の全生活は，子ども中心に動いている。 1 2 3 4 5
10 子どもの不安，悩み，心配ごとを理解している。 1 2 3 4 5
11 私の言いつけどおりにするまで，子どもにガミガミ言う。 1 2 3 4 5
12 子どもにねばられて，子どもの考え通りになりやすい。 1 2 3 4 5
13 子どもにたびたび話しかける。 1 2 3 4 5
14 子どもが悪いことをしても，あまり積極的に叱らない。 1 2 3 4 5
15 子どもがすべきことをちゃんとするまで何回でも指示する。 1 2 3 4 5
16 やってはいけないと私が言ったことを子どもがしていても，私はだまって見ていることがある。 1 2 3 4 5
17 子どものために作ったきまりを，よく変える。 1 2 3 4 5
18 子どものことに，じゅうぶん気を配っている。 1 2 3 4 5
19 子どもに対しては，決まりをたくさんつくり，それをやかましく言わなければいけない。 1 2 3 4 5
20 子どもに，何事もどんなふうにしたらよいかを，こと細かく言いきかせる。 1 2 3 4 5
21 子どもが物を欲しがると，だめだと言えない。 1 2 3 4 5
22 子どもを，私の言いつけどおりに従わせている。 1 2 3 4 5
23 子どもには，できるだけ私の考えどおりにさせたい。 1 2 3 4 5
24 子どものした悪いことは，みな，何かのかたちで罰を与えるべきだ。 1 2 3 4 5
25 うちで子どもと楽しい時間を過ごす。 1 2 3 4 5


















































































1 少なくとも人並みには，価値のある人間である。 1 2 3 4 5
2 色々な良い素質を持っている。 1 2 3 4 5
3 敗北者だと思うことがよくある。 1 2 3 4 5
4 物事を人並みには，うまくやれる。 1 2 3 4 5
5 自分には，自慢できるところがあまりない。 1 2 3 4 5
6 自分に対して肯定的である。 1 2 3 4 5
7 だいたいにおいて，自分に満足している。 1 2 3 4 5
8 もっと自分自身を尊敬できるようになりたい。 1 2 3 4 5
9 自分は全くダメな人間だと思うことがある。 1 2 3 4 5



























































1 お子さんと一緒に遊ぶ機会（子どもと向き合って過ごすこと）はどのくらいありますか。 1 2 3 4 5
2 お子さんと一緒に買い物に行く機会はどのくらいありますか。 1 2 3 4 5
3 お子さんに本を読み聞かせる機会はどのくらいありますか。 1 2 3 4 5
4 あなたは童謡やお子さんの好きな歌を一緒に歌いますか。 1 2 3 4 5
5 お子さんと公園など散歩に行く機会はどのくらいありますか。 1 2 3 4 5
6
お子さんと同じくらいの年齢の子どもをもつ友人や親せきと，どの程度の頻度で訪問した
りされたりしますか。 1 2 3 4 5
7 配偶者は，育児にどのくらいの頻度で協力してくれますか 1 2 3 4 5
8 お子さんは両親と一緒に食卓を囲んで食べるのは何回くらいですか。 1 2 3 4 5
9 配偶者（あるいはパートナー）間で子どもの話をする時間はどの程度とれますか。 1 2 3 4 5
10 あなた以外に，お子さんの面倒を見てくれる人がいますか。





















































①あなたの年齢と性別 （       ）歳  （ 男 ・ 女 ） 
 
②あなたの職業について、あてはまるものに○印をつけてください 
 1．専業主婦  2．フルタイム 3．パートタイム 4．自営業 5．育児休業中 6．その他 
 
③お子さまの数を記入し、それぞれの年齢と性別に○印をつけ、就園状況をお答えください。  
お子さまの数（     ）人   
第1子の年齢（  歳  ヶ月， 男 ・ 女 ） 
  就園状況（  幼稚園 ・ 保育所 ・ 認定こども園 ・ いずれも利用していない ） 
第2子の年齢（  歳  ヶ月 ， 男 ・ 女 ） 
  就園状況（  幼稚園 ・ 保育所 ・ 認定こども園 ・ いずれも利用していない ） 
第3子の年齢（  歳  ヶ月 ， 男 ・ 女 ） 
  就園状況（  幼稚園 ・ 保育所 ・ 認定こども園 ・ いずれも利用していない ） 
 
④お子さま以外で同居されている家族の方に○印をつけてください。   






















四国大学 短期大学部 幼児教育保育科  永井 知子   






私はその場で対応する 1 2 3 4 5 6 7 後で何かする
2 私は子どもの問題行動に対応する時…
子どもにあらかじめ注意や警告を何度か与える 1 2 3 4 5 6 7 子どもにあらかじめ注意や警告を与えるのは一度だけ
3
些細なことでも子どもに口やかましく言ったりする 1 2 3 4 5 6 7 普段以上に口やかましくなることはない
4 子どもに何かをしてはいけないと言う時…
ちょっとだけ言う 1 2 3 4 5 6 7 たくさん言う
5 子どもにしつこくせがまれたら…
私はそれを無視できる 1 2 3 4 5 6 7 私はそれを無視できない
6 子どもが行儀の悪いことをすると…
たいていは子どもと長い言い合いになる 1 2 3 4 5 6 7 子どもと言い合いになることはない
7
必ず実行する 1 2 3 4 5 6 7 実際には実行するつもりはない
8 私は親として…
子どもがしてもいいことについて一定の限度を設けている 1 2 3 4 5 6 7 子どもがしたいことは何でもさせる
9 子どもが行儀の悪いことをした時には…
子どもに長々とお説教をする 1 2 3 4 5 6 7 ポイントを押さえ，短めに言い聞かせる
10 子どもが行儀の悪いことをすると…
声を上げたり，怒鳴ったりする 1 2 3 4 5 6 7 子どもに穏やかに話しかける
11 「ダメ」と言ってもすぐに聞かない時…
私は別の種類の行動に訴える 1 2 3 4 5 6 7 あくまでも説得を試みる
12 子どもに何かをやめさせたい時…
私は断固とした口調でやめるように言う 1 2 3 4 5 6 7 子どもにやめるようにおだてたり頼み込んだりする
13 子どもが目の前にいない時…
子どもが何をしているか分からないことがよくある 1 2 3 4 5 6 7 子どもが何をしているか常に見当はついている
14 子どものことで何か問題があった後では…
私はわだかまりを残すことがよくある 1 2 3 4 5 6 7 すぐに通常に戻る
15 外出先では…
家にいる時と同じように子どもに接する 1 2 3 4 5 6 7 子どもにかなり甘くなる
16 子どもがして欲しくないことをした時…




1 2 3 4 5 6 7 物事が手に負えなくなることはない
18
全くまたは，ほとんどない 1 2 3 4 5 6 7 ほとんどである
19 子どもが頼んだことをしない時…
あきらめるか，自分でやってしまうことがよくある 1 2 3 4 5 6 7 他の行動をとる
20 私は子どもに現実的な脅かしや警告をした時…
それを実行しないことがよくある 1 2 3 4 5 6 7 必ず言ったことを実行する
21 「ダメ」と言っても聞かない時…
私は別の種類の行動に訴える 1 2 3 4 5 6 7 子どもにご褒美を約束して従うよう仕向ける
22 子どもが行儀の悪いことをした時…
私は冷静さを失わずに対処できる 1 2 3 4 5 6 7
23 子どもが行儀の悪いことをした時…













私はいつも通りの方法でその問題行動に対処する 1 2 3 4 5 6 7 その時についてはとがめないでおく
25 子どもが行儀の悪いことをすると…
私は悪態をついたりののしることは滅多にない 1 2 3 4 5 6 7 私はほとんどいつも乱暴な言葉遣いになる
26 私は子どもに何かしてはいけないと言う場合…
結局やらせてしまう 1 2 3 4 5 6 7 言ったことは曲げない
27 私が子どもの問題行動に対処しなければならない時…
子どもにそのことを謝る 1 2 3 4 5 6 7 子どもに謝ったりはしない
28
全くまたは，ほとんどない 1 2 3 4 5 6 7 ほとんどいつもある
29
不平を無視し，言ったことを遂行する 1 2 3 4 5 6 7 不平を言わないように子どもに話して聞かせる
30 私が「ダメ」と言ったことに子どもが怒り出したとしたら…




1 少なくとも人並みには，価値のある人間である。 1 2 3 4
2 色々な良い素質を持っている。 1 2 3 4
3 敗北者だと思うことがよくある。 1 2 3 4
4 物事を人並みには，うまくやれる。 1 2 3 4
5 自分には，自慢できるところがあまりない。 1 2 3 4
6 自分に対して肯定的である。 1 2 3 4
7 だいたいにおいて，自分に満足している。 1 2 3 4
8 もっと自分自身を尊敬できるようになりたい。 1 2 3 4
9 自分は全くダメな人間だと思うことがある。 1 2 3 4










































































1 自分は、よほどのことがない限り、人に相談することがない 1 2 3 4
2 人は誰でも、相談や援助を求められたら、わずらわしく感じると思う。 1 2 3 4
3 何事も他人にたよらず、自分で解決したい。 1 2 3 4
4 自分が困っているときには、話を聞いてくれる人が欲しい。 1 2 3 4
5 自分が困っているとき、周りの人には、そっとしておいてほしい。 1 2 3 4
6 困っていることを解決するために、他者からの助言や援助が欲しい。 1 2 3 4
7 困っていることを解決するために、自分と一緒に対処してくれる人が欲しい。 1 2 3 4
8 他人の援助や助言は、あまり役立たないと思っている。 1 2 3 4
9 自分は、人に相談したり援助を求めるとき、いつも心苦しさを感じる。 1 2 3 4
10 他人からの助言や援助を受けることに、抵抗がある。 1 2 3 4
11 今後も、自分の周りの人に助けられながら、うまくやっていきたい。 1 2 3 4
12 育児のために睡眠不足の日々が続いている 1 2 3 4
13 同じ年頃の子どもの様子を知って我が子が劣っているのではと不安に思う 1 2 3 4
14 育児で体の疲れがたまっている 1 2 3 4
15 夫が子育てに協力的ではない 1 2 3 4
16 子どもの性格に気がかりがある 1 2 3 4
17 子育てから解放されて息抜きできる時間が少ない 1 2 3 4
18 子どもの知的能力に気がかりがある 1 2 3 4
19 夫が私の育児生活の苦労を理解してくれない 1 2 3 4
20 子どもの世話で他のやりたいことができない 1 2 3 4
21 子どもの顔つきや容姿容貌に気がかりがある 1 2 3 4
22 子どもの世話で自分の自由がきかないのが辛い 1 2 3 4
23 子どもにどう接したらいいか分からない 1 2 3 4
24 夫は子どもよりも自分の生活を中心に考えている 1 2 3 4
25 夜間、育児のために何度も起きなければならなくて困っている 1 2 3 4
26 育児のことを考えると、漠然とした不安を覚える 1 2 3 4






















































1 他人の心情をよく気づかう 1 2 3
2 おちつきがなく、長い間じっとしていられない 1 2 3
3 頭がいたい、お腹がいたいなど、体調不良をよくうったえる 1 2 3
4 他の子どもたちと、よく分け合う（ごほうび、おもちゃ、鉛筆など） 1 2 3
5 カッとなったり、かんしゃくをおこしたりする事がよくある 1 2 3
6 一人でいるのが好きで、一人で遊ぶことが多い 1 2 3
7 素直で、だいたいは大人のいうことをよくきく 1 2 3
8 心配ごとが多く、いつも不安なようだ 1 2 3
9 誰かが傷ついたり、怒っていたり、気分がわるい時など、すすんで手をさしのべる 1 2 3
10 いつもそわそわしたり、もじもじしている 1 2 3
11 仲の良い友達が少なくとも一人はいる 1 2 3
12 よく他の子とけんかをしたり、いじめたりする 1 2 3
13 落ち込んでしずんでいたり、涙ぐんでいたりすることがよくある 1 2 3
14 他の子ども達から、だいたいは好かれているようだ 1 2 3
15 すぐに気が散りやすく、注意を集中できない 1 2 3
16 目新しい場面に直面すると不安ですがりついたり、すぐに自信をなくす 1 2 3
17 年下の子ども達に対してやさしい 1 2 3
18 よくうそをついたり、ごまかしたりする 1 2 3
19 他の子から、いじめの対象にされたり、からかわれたりする 1 2 3
20 自分からすすんでよく他人を手伝う（親、先生、友だちなど） 1 2 3
21 よく考えてから行動する 1 2 3
22 家や学校、その他から物を盗んだりする 1 2 3
23 他の子ども達より、大人といる方がうまくいくようだ 1 2 3
24 こわがりで、すぐにおびえたりする 1 2 3










































































































１．年齢（     ）歳 
２．子どもの数（     ）人  年齢（     ）（     ）（     ） 
３．プログラムを受講して変化があったか。 




   




























【第 4 章】インタビューガイド 
